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鮎火コイ ルの新短絡試臓法

西 堀 博菓 片木創

A New Sesting Methodfor Delecting

Short CircuitintheIgnition Coil

By HiroshiNishil)Oriand Ken2:aburo Katagl

HitachiLaboratory,Hitachi,Ltd.

Abstra(:t

Amongtheprevailing test-methodsforinspecting the poor component parts of

ignitioncoil(particularlyon theshortcircuitbetweentwo_1ayersandtwowindings)

is the3-needle gap method whichis principally being applied. However,this

methodis notapplicablefor theinspectionofignition coils,eXCepting when they

are found to be very~badin quality.

The author have devised a new testing method takinginto consideration the

logarithmicratio of the secondary-induced voltage and haveexaminedit carefully

fromthe viewpoints of theory and practice.

Theresultsof the experimenthave shown thatthismethod couldinspect very

SenSitively thelO turns(i.e.0.06%)as theminimum short circt]it turn between

two secondary windings.

Further meritsinthis method aremeasurablein the secondary-induced voltage

While operating,in addition totheqtlalitytest of theinsulationin the simplest

and easiest way.

[Ⅰ]緒 盲

艶火コイルには種々な故障が考えられる｡これらの故

障のうち的確な検出が困難なものは､暦問短絡及び巻周

問短絡である｡現在の≡針間際を用うる繰出方訟は簡単

であるが､短絡の甚だしい場合でなければ野際に検出で

碁
日立製作所日立研究所

きない政戦を有するためl更に感度の良い 験法が要望

された0 これに封威して筆者等は整流管､静電々匪計を

使用して二次誘起電匿の減衰程度から戦火コイルの艮否

を判別する新試胎決を案出したので､ここにこれを襲表

し諸賢の御批判を乞う次第である｡

｢ⅠⅠ]鮎火コイルの一般的事項

1)戦火コイルの構造と動作との大要
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帝1固 閉路鰯心型割火コイルの構造

Fig･1Construction of Open Core Type

Ignition Coil.

黙火コイルは鉄心の構造によって､開展 心型と閉路鍔

心塑との二隠矧こ分けられるが､我が国に於ては殆ど前

老を採用している｡いま､閉路蹟心型の-･例を示すと第

l固の如くである｡r･次側及び二次側コイル共に同一･錬

心に巻かれていて､その外側に渦流損をできるだけ少く

するため割目を入れた外部鉄心がある｡この瓢火コイル

を使用した自動車用六気筒の戦火装置の結線固を示すと

第2囲となる｡この動作質理は 断 諒接戦がカム軸の闇

韓によって機関の同轄と､ある一定の周期的補係をもつ

て開閉され､それによって一次電流を断模して､その二

次側に1蔑数千ボルトに及ぶ高常陸を誘起させる｡この

二次誘起竃墜は分配器に入り､分配子の旧轄により各気

筒の黙火栓に蓬られlここで爆変性混合ガスに

る｡

火す
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2)戦火コイルの故障の種朋

黙火コイルの故障を大別すると､一次側或は二次

側コイルの筐碓泉､爾コイル間或はコイルとリード線

との接続不良､コイルと外函との紹放不艮一及び暦

間或は巻旧聞の短絡になる｡このうち的確な検出が

困難なものは後者の暦間短絡と 旧聞短絡とであ

る｡これらの短絡現象には導魔同志が直接援醸して

いる場合と､高雷匿の印加により叢生した火花を通

じて接醸している場合とがある｡このうち前者の直

接接脂の場合は拭抗測定とか､インダクタソス測是

で検出できるが､これとても短絡程度の相常甚だし

い場合に限られている｡後者の場合は是非とも高電

匝測定法によらねばならない｡この高鷲匪測定洩と

して従来一般に行われているのは､動作中の二次誘

起琶匿を≡針間隙で測定し､その大小から判別する

のであって最も簡葦であるが感度が甚だ悪い｡感度

をよくするためには高速度ブラウソ管による方澄も

考えられるが､これは取扱いが面倒になる鉄兜があ

る｡これらの期を考えて取扱いも簡葦で感度のよい

方法としてここに新試験法を提案する次第である｡

[ⅠⅠⅠ]新試験法並びにその理論

1)新試験法1)

この新試駿法の結線固を示すと第3圏となる｡カム軸

を毎分740闇(断横幕の開閉は毎分740〉く61日となる)

の割合で同轄させ､その時の二次誘起筒墜の最大値を辞

琶々匪計で讃み､次に謬韓スイッチにより←･次例の 源

第2囲 六気筒用鮎火装置の路線囲

Fig.2 Connection r)iagramof Tgnition

System for6Cylinder type･
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第3固 二次誘起1毒堕刀減衰比測定厨措

Fig.3 Connection r)iagram for Measuring

Of Alternation Ratio of Second∂ry

Ihduced Voltage.

の極性を反韓して､同

帯
電
電
圧
計

にその時の最大値を測宕する｡

このように道靖スイッチによl)電源の相生を反韓した理

由は､ 1授と第2波との最大値の比を

求めて､これより減衰程度を調べるためであって､整流

管側で二次極性を萱垂擁しても同様の結果を得るが∴取扱

いを簡単にするためr･英側を運ん7ご｡

いま､これら二つの測定値のうちの大きい方をγ叫

他をV71とすれば､勤数減衰率dは

d=loglnγ,′A′Ⅴ↑′

の形で表わされる｡新

小から短

教法はこの封激減衰率dの大

の有無､二戎ミ士柁秩の艮否をも判別するのであ

･∴

2)新試験泡乃理論

(A)黙火コイルの=次側が短絡を起していない場

今の二次

この場合･の

起電塵乃算定

火コイルの｢己j路は第4圏の如くなり､こ

れから〆･次数傾贋の開鐸濁時乃過酒税象の彼分方程式を

林蚕憲博士のP函数表示法(2〉を用いて導くと

第4固 短絡していない場合の男吉火コイル闇路

Fig.4 Circuit ofIgnition Coi】in Case of

Non Short Circuit.

(エIP上記I)すⅠ+〃PJコ+γ1=ガ+エ1Pgl-0+〃P′J空-0

……･‥･(1)

しエごP+笹)Jコ+〃PJI+叫=ム㍉㍉-0+〃PノJI-0‥(2)

-す1+CIPγ1=CIダガ1-0‥･‥‥…(3)

一7ご十CoPγ三=C=Pγ巳-0‥･…‥‥(4)

とたる｡

ここに･い0,すご~0,γ1~0,Vご~0はそれぞれす1,宣巳,即1,

Vごの初期値である｡いま､初期條件として,モ=0の時に

71~〔=晶,圭~町=･加,γ1~n=0,一頃~0=γ肥

として上式を解くと

(Cl･乙1Pヱ+Cl-だ1P+1)Vl十C■〃P巧′(=ガ+ムIP′ざ01

十凡才PJ｡ご+C二〃P:γ｡つ………………‥(5)

CI〟PコVl+(C:エごP二+CこR三P+1)Ⅴ巳

=〟P701+エ亡アイ0コ+(ムごP+･だ已)C巳Pγ0つ……(6)

とたる｡したがって､V2は

Vl=4リ1……………･(7)

となる｡ここに

dl二CIC:エⅠ乙亡

1 1
十

Clエ1■ CJL

忍
ム十

l､-ごJ._

〃已

J.iJ.:

【J

P
＼､ノ･私宅+

忍
■
乙

′(+
引P､)

+語〕p亡
R., 1

ム亡 Clエ1 )p十読定一〉
･………‥(8)

4=CIC=(エ1エコー膵)即0亡Pヰ+iCl(エ1乙已一皿㌍)症

+CIC:(エ1月:+乙ご一打l)γ0:‡P3

+‡Cl.記1ち壷+Cl〃Rlす01+Cご(エコ+CI･記1旦)vo三IP二

+l〟/0工+エ三f｡亡+C:･R三Voコ†P…………‥(9)

である｡したがつて､Ⅴごの一偏僻は

Ⅴご=A-LβPl∠+AごeP2ど+A3g柑十AヰeP▲g=…･(10)

となる｡ここに●Al,Aご,A3,Alは定数で､Pl,Pご,

P3,Plは(8)式を0とおいた方程式

.1J:

/.ノ･.

′ 1
十
Clム1

3P､＼ノ私-五.
+
l■

1

月
一
エ

′し十P

十

(∴J.ニ

(~-J.､

十.記1垂`｣エ1エコ

R｡ 1

ら･Clム1
P+
CICごム1乙ごー=0

…………(11)
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の棍である｡この限は闇路常数の値によって

a)西根がすべて蟹数の場合､-71,-7■:,一つ■ニ弓,-γ4

I〕)二役が斑数で､他の二棍が共伽複素故の場合

一γい -γご,-α十紘 一α一拍

C)匹槙が二組の共虹技素数の場合

-α十才β,→㌢｣β,-∂+ね,一∂一両

の三つの場合にわかれる｡

(B) 火コイルの二次側が一･部短絡を起した場合

の二次誘起竃匿の算定

第5固 短絡した場合の割火コイ7レ闇路

Fig.5 Circuit ofIgnition Coilin

Case of Short Circuit.

この場合の瓢火コイルの闇路を示すと第5国となる｡

･(A)の場合と同様にしてこれから微分方程式を導くと

(エ1P十.だ1)す1+〃1ごPJコ+穐1PJ3+γ1

=.お十ム1PJl-0+〃1:P′J仁一0十唯1PノJ3一口･･(12)

(ム=P十月ご)･∫三+〃1二PJl十〃ご3PJ3+vご

=エ:P′～已-0十〃lごPJl一口+唯:ミPJ3~¢‥…‥…(13)

(エ3P十月3)f3+凡才3-PJ⊥+凡才3亡Pら

=エ3.PJ3-0+〟31PJl-0十叫;二P･f:~0………･(14)

→すⅠ+CIPγ1=CIPてJl-n･………‥(15)

-すご十CごPv三=CごPγ三-0…………(16)

となる｡初期慎件として､f=0の時

′～･1-0=･～7ルい ′～･-一0=～佃ご,′r3一口=J′明いて,1-∩二0

甘し-0=γ研･ご

として上式を解くと

〃31PJ3+t(ム工P+.だ1)CIP+1iVl+〃1ヨCごPl′ご二足l

…………(17)

〃=3PJ3十〃1ごCIPごVl十t(乙二P十Rご)C二P十1iVご=g已

･(18)

(ム3P+.だ｡)J3十凡才｡ICIP三Vl+〟:3C三Pl′∩=範

………‥･(19)

とたる｡ここに

勾二(ム1P+忍1)･す研.1+〟1:P′ざ,,ろ二十且グ31Pすm3＼i

+〟1巳C:P二仇え:

埠=〃1=P･f軌1十上汁PノJ研.:+几すご3PJ昭

+(ム霊P+,だ三)CごPv昭ご
…･(20)

jち=且左1P?呵十凡才ご3PJ桝二十ム3PJ,ね3 l

･りJイ･′卜∴ご

-

である｡したがつて､(17)､(18)､(19)式からVe を

求めると

Ⅴ､-=dl･`d:-‥‥‥‥‥‥‥‥(21)

とたる｡ここに

:〃｡1P エ1CIP:+･記1CIP+1朋'1亡CごP已

4=:穐3P 〟1ごCIP2 ムーCnP二+Rr▲CハP+1

J./一-!-J∴.けl-ノい
.1J:(､一丁●二

J:

…………(22)

〃:うIP エ1CIPゴ+_存1CIP+1だ1

〟ご3P 〃1:CIP｣
▲笹

/.ノートJ∴.1J･ミl∴ノい 人●こ

‥(23)

となる｡したがつてγ三の一般解は

Ⅴハ=.吼eヴ1′+βごβワ2′+.β3抑′+β1βケ4′+･β5βヴ`

…………(24)

となる｡ここにβ1,β亡,β3,且l,旦弓 は常数で 飢,恥

ヴ3,‰9弓は(22)式を0とおいた方程式(25)の根で

ある｡

CIC已(2孤ご月製3穐1+エlムごエ:;一乙1〃壷-エご〃コ31

-ム3膵】ヨ)P3十CtC巳(エ1上′シR3十エごエs･記1+エ3エ1▲打っ

一皿㌍1空.吼一脚ご3.打1一〟ご31払)Pl+‡CICご(ム1▲だ二月3

十エコ.吼.だ1+エ3丘1.記二)一CI(〟ヱ31-乙lエ3トCご(脚23

-ユニム3)‡P3+･iCl(エ1吼十エ3･だ1)+C已(ム3･笹+エコR3)

十CIC亡.だ1RごR31P二+(Cl･だ1■だ3十Cニー恥私十エ3)P

十吼=0……‥･……………………‥(25)

この方程式の棍は前と同様､室数棍と共碗複素数根と

の組合せになる｡

しC) 火コイルの二 攻

場合の二次誘起電匿の算定

(忍ヰ)を考慮した



230 昭 和25年5 月 日 コニ

f

第6固 二次漏洩蘭儲を考應した場合

の瓢火コイル回路

Fig.6 Circuit ofIgnition Coi】with

Secondaty Leakage Resistance.

この場合の戦火コイルの同路を示すと第6圏となる｡

これから微分方程式を導くと

(ちP+月1)fl十〃PJご十Vl=ガ十エ1Pfl-0十〃PJ三-0

･………‥(26)

(エ三P十重)≠ご+鳳町+明=上空Pf巴-0+〃Pfl-¢･‥(27)

-よ1十CIPγ1=CIPγ1-0 …………‥(28)

-72十ち+CいPγn=CnPvn-0…………(29＼

叫=す3吼………………‥(30)

となる｡初期條件として 舌=0 の時

71~0=り1,+㌔一0=lグご,Vl~0=0,･堕~0=吼托

として上式を整理すると

l'･ご

+

となる｡ここに

J.ぅ=CICごエ1上′ご

十〈告+/.二

d6

｣. ………………(31)

Clエ1- Cムー
t

C=R4

十鷺〉叫
十

十

C亡兄4

忍1

(去十

CIC亡エ1工ノご

1

り.二

旦,些
ム1上空

十
鞋
ノ.二 Clヱノ1一 エの

十1)1……………･(32)
d一戸CIC三(エⅠエ=一朗ご)恒)IPl

十iCl(エ1エ雲-〟り言∫〉ご+CICご(エ1月三十エご･Rl)γpl‡P3

十‡CIRl乙三言p雲十C2(ムご十Cl虎1Rご)vpご‡Pヱ

十t〃f′〉1+ら毎+CごR巳γpヱ‡P…………‥(33)

罪32巻 第4舵

となろ｡したがつてⅤ=の←･般解は

γ巳=か1βγ1∠十βニ¢r雲′+β3er3g+ク抒吋……‥(34)

となる｡ここに刀1,か巳,か3,β4は常数でク●1,γご,γ8,

γヰは次の方程式

(ト蓑;)pJ

十

十

十

旦
ム
ー

+
旦ら′

-
′
＼
I

+

1 1

Clエ1■ C口上川

私塾
J.ノ.､

1

tlJ.■i

′
l
一
:
-
-
ヽ÷Plノ

(去+

CIC:エ1エ巳

l.-JJ.

十｡嘉一(号+
1

り.ご

Jご･打:

乙1エ巳

(意十1)=0

〟.

十⊥て

(1一芸)〉p8
〃.･

エ=

り.一~tノ.:

…………‥(35)

の根である｡

(D)短絡しない場合と､した場合との封数減衰率

短絡しない場合と､した場合との二次誘起電匡乃減衰

を比較すると､(10)式と(24)式とからわかる如くヽ後

者の場合は減衰項が一項噂加している｡この項は短絡線

輪に現れた短

真率は短

電流に基ずくもので､これがため封教戒

した場合に増大する｡いまlこれらについて

数値宜例をもって検討する｡但し､ここに使用した値は

コイルを外函より振り出したものについて各種常数を測

定し､これによったものである｡

(a) しない場合

β1=1.8β,エl=1･53×1C~3H,〟=5×10~2H

Cl=0,2/上F,R三=3･9×1LSβ,ム已=3･5H

Cn=100/′〃F

とすると(11)式は

Pヰ+4.3xlし5P3+1.15×1010アニ十1.31×1013P

十1,75×1019=0……………‥･(36)

芸…〉=-1･81×1C3±ブ9-83×1C4

i:ニニトー3.31×1C=±J4.25×104

となる｡よってγ=は

Ⅴ∩=Al/e-1･51XlO5J

Sln9.83xIC4f+Ar./β一3･31×1弼,

…‥･‥(37)

Sin4.25×1C4£

･‥(38)
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となる｡ここにAl/,A=/は常数である｡

(b)短絡した場合

兄1=1.8β,エ1=1･53×10-Ⅶ,叫巳=5×10~=H

Cl=0･2/∠F,量=3･8xIC5β,エ恒=3･5Il,

〃ご3=1.48×10-1H,Cn=100J`〟F,ガ｡=120J2,

エ3=1.2×10-2H,〃3Ⅰ=3×10-5H

とすると､(25)式は

P5+3.03×1CIPj十1.43×10川P3+3.19×10】4P二

十4.38×10】9P+4.38×1C慧3=0 ………･(39)

となる｡この方程式を解くと

冨三ト1･80×1C5±け81×104＼

ご●;!-8.15×1C3±ク6.62×1C4
曾与=-1.04×1C4

となる｡よってV2は

……(40)

Ⅴ｡=β1/erl･SOXlOa′,Sin9･81×104舌十β巳/¢-8･15×103J

sin6.62×1C4f+β3/e-1･肘×1二4J…………‥(41)

となる｡ここにβ1/,βヱ/,β3/は常数である｡

この場合､初期條件の寅測が困 であるためヽ(38)

(41)の而式の常数のAl/,A三/,β1/,β巳/,筏/の決定は

出来なかったが､これら筒式を比較することにより短絡

した場合に封数減衰率が大きくなることが推察出来る｡

なおヽ 洩抵抗力 とるす少∴ が曙加すること

ノ

ヨ

′

巷
終

め

l

リ

】

l

Ⅶ

′ノ‥十

.f:■一【:.

山川

口
lll

次 次 Ⅷ
コ コ Ⅷ
イ

ル

イ

ル
=
Ⅷ
L. l

＼コイルポビ

化)短絡結線

二
次
者
終
リ

は､(35)､(8)の爾式を比
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して､P4の項が等しくて

匹偶の和及び積の項､即ちP3及び常数項が噂大するこ

とからわかる｡

[ⅠⅤ]賓 測 一括 果

難火コイルの一次側及び=次例の巻数と段数との異な

った供試品の仕様を第1表に示す｡居間短絡の人工故障

第1蓑 各種鮎火コイルの仕

は第7園(a)に示す如くヽ第1表の(Ⅰ)コイルを用

い､二次コイル巻始めより数えて54段目と55段目との

技綾部(即ち巻終り附近)､コイル中央部の27段目と28

段目及び29段目と 30段目との技緯部及び4段目と5

段目との

れを同

部(巻始め附近)よりリード鰊を出し､こ

の細線で示す如く結線した｡なお､同国の(b)

と(C)とは短絡電流の影響を槍べるために行った異常

結録であって､(b)は(a)-①の巻終りの､又(C)は

(a)-④の巻始めの正親結線をはずした場合である｡し

正規結線

短絡結線

(ム)異常結線
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(C)異常結線

鰐7固 鮎火コイルの層間短絡周

Fig.7 Diagramin Case of Short Circuit BetweenTwo Secondary Layers ofIgnitiont Coil･
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第2塞 暦聞短絡した場合の計数減衰率(外面なし)

たがつて､ぐa)の①､(カ､④､を比較すると短絡された

コイル 分の影響が去 個所によって如何に異なるかが

わかり､(a)一①と(l〕)及び(a)-④と(C)とより短

,刀わが る｡ しかして､(b)と(C)とよl)

短宗則同所刀相澤による影響がわかる｡

寛験は前逮せる如く､外函からコイルの 分刀みを取

り出し､油槽中に入れて使用した｡上記乃各壕台の測竃

果を第2表に示す｡この表より､r･次平均電流の礎化

によって二次誘起電墜は異なるが､封数減衰率は殆んど

化していたいことがわかる｡r･方､二次

衰は巻終り暦間 短系

起電堅乃減

､即ち(a)一①乃場合に最も著しい

が､これは自己イソダクタソス及び相互イソダクタンス

がコイルの直径に関係して大きくなるため､短絡電流･7)

･節8固 二次コイ′レの巻回間短絡固

Flg.8 Diagramin Case of Short Circuit

Between Two Secondary Windings

OfIgnition Coi】.

28

影響が視められたものと考える｡なお､(Ⅰ-)と(a)一G)

並びに(C)と(a)-④ とを比較してみると､いずれも

前者の場合の封毅域衰率は小さいが､これから封教戒表

率の噂加は吏 電流の影響によることがわかる｡

尋こに､二次巻闇問の実 の場合を囲示すると第8園と

たり､又この結果は第3表の如くなる｡同義より巻凋問

第3表 各回悶短絡した場合の封数滴裏率

(外函なし)

一次平均電流:630mA

箕蔓 寿害 の 重量 額

(笥8国蓉具ヨ)

二
次
葛
終
㌧
よ
･
り
の

回

賢

l′竹も l′竹

(Ⅴ) (Ⅴ)

10 同 4,600 3,400

50 日 ｣ 4,350
■
2,55U

新教叔衰肇

d

0.056n

0】0573

0｡1313

0｡2∃25

短絡個数1D闇程度(0･06%)の如き徴少短絡でも充分

検出できることがわかる｡

たお､ こ裁て封数減衰率を比較すると第4

表となる｡表中の艮品(Ⅰ)､(ⅠⅠ)､(ⅠⅠⅠ)､のコイル仕様

は第l表に示したものである｡この場合の封数減衰率が

コイルのみの場合よりも大きいのは､外函に収めたため

に生ずる 竃容量やインダクタソスの攣｢ヒ並びに嫁損や

誘電憺損によるものと考える｡また､艮品(ⅠⅤ)(抽入

塾)の封教戒衰挙が小さいのは､上記の鏡損､誘電盟損

を含めた漏洩抵抗乃値が大きいことによるものと考え

る｡なお､同義の不足品(Ⅰ)､(ⅠⅠ)の対数域衰率は非常

(以下第51頁につゞく)



ガラス面の精密加工法に囲する研究(

(6)この椚制裁抗力より軍位椚創面積潜りの研創抵

抗力即ち丑研削抵抗力を誘導することによりガラスの平

面研磨機構は3段階より成l)､

第1段階に於いては機械的研削作用が行われ､

第2段階に於いては砥石とガラスとの問の摩擦熱こよ

ってガラス簡が熔融し始め､

第3段階に於いては熔融したガラスをガラス涌からむ

しり取る､

ということがわかった｡

終りに臨み本別究に潜り御懇切な御指噂を陽った東大

教授巌機械試愴所長大越藷膵士､御討論と御援助を戴い

た層場粂夫･正野崎友信･小坂誠市郎の詔博辻及び撃研

韓5部第4凱(表面工堕)協議脅の方々並びに日立

作新豊田取締役･来光日立研究所長･茂原工場宮城課長

1■ 研削砥石 れたH本人造黒鉛高梨課長､終始熱

心に宜験に替られた柿崎公舅･角田

退去朗の諸君に

(1)

(2)

(3)

(4)

憶`を表して筆を洞く｡

･寺田清彦･披
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Schlesingerは砥粒1何倍りの比例削抵抗力を

(第28頁よりつゞく)

鮎火コイルの新短絡試験法

各種鮎火コイ.′レの対数減衰率

(外函あり)

窯占火コ一丁ル

の 種 野ヨ

l′†ル l′彿

(Ⅴ) (Ⅴ)

良 品 (Ⅰ)

〝 (ⅠⅠ)

〝 (1ⅠⅠ)

〝 (ⅠⅤ)

不良品 (Ⅰ)

〝 (ⅠⅠ

1S,雪0コ 13,30U

】9,150 ′/

12,6U(〕 バ,6UO

】9,08J り,(1椚

8,50U1 2,500

5,800l】,000

劉敷満裏書 一三欠平均卜電流

d (mA)

仇‖㌔

0｡1584

0.1652

U-1329

U,`1771

0.7630

1,O10

】,り9し1

9R5

910

】,川0

9渕

に大きく､良品の3倍以上になっている｡

以上の l より､コイルの巻数や段数が柏常欒化し

ても艮品同志の間の勤助成衰率の相違は僅かであるが､

l･､:-l､～11
255

考え､閥l~い長谷川は軍使研削両横常りの比研削抵

洗力を誘導している｡本論文に於いては後者の考え

方に倣った｡

Sch】esinger;Werkstattstech.254G9(1931)

闘[いょ谷川;機械ノ撃食詰､昭8･10,700′}710

(5)ソーダ石炭ガラスに於いては10000C附近で36

OCの泥接欒化があれぼ精虔は約2倍飴り 化する｡

澤井･都旧1;ガラスの化撃とコニ撃､228(昭24･修

数社)

(6)鴨川; 物事脅誌､昭18･8､3C6～415

(7)Bowden･Rid】er;Proc.Roy.Soc.Lond.

(A)154･644(1936)

Bowden;GeneralDiscussion on Lubrication

andIJul)ricants,London2236London.(1937)

A･V･Philippovich;Ⅴ.D.Ⅰ.8t1467(1937.).

Bowden･Moore･Tabor;J.App】ied Physics

1480(1943)等

なおBowden のこれらの理論は賛換の不備から

来るものだとする反駁もある｡例えば

Klemencic;Forscb_.a.d.G.d.Ingenieur-

WeSenSllNr.3(1940)(抄録;粘宮機械7471

～478(昭15))

西堀 博 片木 劇三郎

不良品と良品との差は非常にあることが認められ､短絡

放出 して感度が高いことがわかる｡

[Ⅴ]結 口

今皿提案した斯試験法は使草な装置で従来の方払より

百感度で暦問短絡や巻個聞儀も の有奴並びに絶縁の艮

否を棲潤することができる｡その上.､動作中の二次誘起

間喧が同時にわかる利瓢がある｡したがつて､′木方泡は

瓢火コイルの良否判別の有力な一手段と考える｡終りに

臨み御指導を賜った日立椚究併三浦倫藁貼二1-i∃巨びに種々

似宜を興えられた多賀工場の関係各位に勤し､衷心より

ける｡

(1)特 揖囁車
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